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https://calendar.google.com/calendar/embed?src=2b39e9729dc8978cb06c1203942b5ac40e88315b9e59279297fa5dcd36f934f6%40group.calendar.google.com&ctz=Asia%2FTokyo
https://drive.google.com/drive/folders/1VPi83Sy20qXPP4q1XsLE9YABoJ7pxqKi?usp=drive_link
https://drive.google.com/drive/folders/1VPi83Sy20qXPP4q1XsLE9YABoJ7pxqKi?usp=drive_link
https://drive.google.com/drive/folders/1VPi83Sy20qXPP4q1XsLE9YABoJ7pxqKi?usp=drive_link
https://drive.google.com/drive/folders/1exdY9nH4Qvd8gJtp93MU0QoolGh6e-9W?usp=drive_link
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	NEWSLETTER
	2026
	フィリピン政府発表による「国家エネルギー非常事態宣言」について
	現状CPILSでは下記の通り対策、不測の事態への対応を予定しておりますのでご参考くださいませ。
	教師の多くはCPILS周辺に居住しており、通勤への支障はございません。 乗り合いバスの運行が制限されるような場合でも、バイクタクシーなどの代替手段の通勤が可能であり、万が一状況が悪化した場合には、指定の乗降地まで送迎車を手配し、教師の通勤をサポートする体制を整えています。また、寮滞在型および在宅の教師も在籍しており、必要に応じてオンライン授業を提供することで、授業の継続性を確保しています。
	状況の変化により学校生活や授業に影響が生じた場合につきましてもCPILSでは柔軟な対応により学習の継続をサポートします。 補講は教師および生徒様のスケジュールに応じて、オンライン・対面いずれでも実施可能とし、平日・週末ともに対応可能となっております。 また、時間や移動の制約により帰国を余儀なくされた場合には、未受講の対面授業を同等のオンライン授業へ振替することも可能です。すべての教師はオンライン・対面双方に対応可能であり、状況に応じて柔軟かつ迅速に対応できる体制を整えています。
	現在、校内で停電は発生しておりせん。万が一停電が発生した場合でも、CPILSでは自家発電機を備えており、燃料がある限り継続的に稼働可能です。 発電機は常駐エンジニアにより定期的に点検・管理されており、安定した運用を維持しています。 また、大手燃料供給会社と提携しており、必要に応じてタンクローリーによる燃料供給が可能です。さらに、追加対応として発電機のレンタル手配も行える体制を整えています。これらの対策は過去の災害時にも実績があり、安定した電力供給と学校運営の継続を実現しています。
	https://cpils.jp/
	Center for Premier International Language Studies
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	到着遅延時の対応
	到着が遅れた場合でも、状況に応じて空港送迎の手配および個別オリエンテーションを実施いたします。 これにより、スムーズにプログラムへ参加し、支障なく授業を開始することができます。

	現地費用について
	現時点では現地費用の値上げは実施しておらず、現行料金の維持に努めています。 ただし、光熱費や運営コストの大幅な上昇があった場合には、料金改定を検討せざるを得ない可能性があります。現時点では状況が不透明であり、具体的な金額や時期については確定しておりません。 また、政府機関による費用については学校側では管理できないため、規定に基づき変更される可能性があります。 今後も状況を注視し、変更がある場合には速やかにご案内いたします。
	最新のプロモ、写真、資料などはこちら

	https://cpils.jp/



